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25.　4.　125.　4.　1

会
員
募
集

　

◆
つ
け
ペ
ン
（
東
久
留
米
ペ
ン
習

字
会
）　

第
１
・
第
３
月
曜
日
、
午
前

　

時
半
か
ら
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン

１０タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
円
、
会
費

月
２
５
８
０
円
。
水
曜
日
の
午
前
ま

た
は
午
後
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

板
倉
緯
４
７
５
・
６
８
６
７
へ
。

　

◆
太
極
拳
サ
ー
ク
ル　

毎
週
金
曜

日
午
後
２
時
～
３
時
半
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー（
久
留
米
西
団
地
９
号
棟
横
）

で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。
創
立　
２１

年
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
中

高
年
の
方
向
き
。
詳
し
く
は
三
島
緯

４
７
５
・
１
７
９
８
へ
。

　

◆
気
功
健
康
法
の
会　

月
３
回
。

木
曜
日
午
前　

時
半
～
正
午
、
生
涯

１０

学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０
円
。

心
と
体
に
や
さ
し
い
、
無
理
な
く
出

来
る
呼
吸
法
と
体
操
。
見
学
体
験
歓

迎
。
詳
し
く
は 
湯
山 
緯
４
７
４
・
１

ゆ
や
ま

９
７
４
へ
。

　

◆
リ
ト
ミ
ッ
ク
く
ら
ぶ　

毎
週
金

曜
日
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半
、

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３

０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
ほ

か
。
４
月　

日
・　

日
は
体
験
日
。

１９

２６

参
加
費
３
０
０
円
。
詳
し
く
は

 
四
津
谷 
緯
０
８
０
・
６
５
５
６
・
３

よ
つ
や

４
７
８
へ
。

　

◆
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
テ
ニ
ス
サ
ー
ク

ル　

毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の

正
午
～
午
後
６
時
、
小
山
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
半
年
６
０
０
０
円
。
金
曜
日
は

球
出
し
あ
り
。
詳
し
く
は 
安  
藤 
緯
４

あ
ん 
ど
う

５
８
・
２
３
２
８
へ
。

　

◆
滝
山
は
が
き
絵
の
会　

第
２
土

曜
日
、
午
前　

時
～
正
午
、
西
部
地

１０

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回
７
０
０

円
、
年
会
費
１
０
０
０
円
あ
り
。
身

近
な
花
や
果
物
な
ど
を
描
い
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
方
も
ど
う
ぞ
。
詳
し

く
は
武
田
緯
４
７
２
・
１
１
７
２
へ
。

　

◆
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス　

毎
週
木
曜
日
午
前　

時
１０

～　

時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ

１１
か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

１
回
５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
無

料
体
験
あ
り
。
詳
し
く
は 
川
浪 
緯
４

か
わ
な
み

７
０
・
２
６
８
４
へ
。

　

◆
英
会
話（
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）　

月

４
回
。
水
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時

半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
ほ
か
。
初
級
英
会
話
。

月
１
回
は
外
国
人
講
師
。
見
学
可
。

詳
し
く
は
田
中
緯
４
７
２
・
６
４
１

６
へ
。

　

◆
合
気
道
（ 
七  
曜 
会
）　

第
２
・
第

し
ち 
よ
う

４
日
曜
日
、
午
後
２
時
～
３
時
半
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０

円
。
４
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
か

１０

ら
、　

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
体

１４

験
会
あ
り
。
一
般
男
女
。
参
加
費
５

０
０
円
。
詳
し
く
は
阿
部
緯
０
８

０
・
５
０
０
８
・
９
１
４
４
へ
。

　

◆ 
矍
鑠 書
道
会　

第
２
・
第
４
水

か
く
し
ゃ
く

曜
日
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、
西

部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円

ほ
か
。
美
し
い
文
字
を
初
心
者
が
み

ん
な
で
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。
詳

し
く
は
高
橋
緯
４
７
４
・
７
５
５
３

へ
。

　

◆
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
・
ま
め

ち
ゃ
ん
ズ　

月
３
回
。
月
曜
日
午
前

　

時
半
～　

時　

分
、
ス
ペ
ー
ス
１

１０

１１

１５

０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０

円
。
１
歳
～
３
歳
児
と
そ
の
マ
マ
。

水
曜
日
に
も
活
動
中
。
詳
し
く
は
西

村
緯
０
９
０
・
２
７
６
９
・
１
６
７

４
へ
。

　

◆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

（
ダ
ン
ス
Ｍ　

）　

毎
週
月
曜
日
午

S’

前　

時　

分
～
午
後
１
時
半
ほ
か
、

１１

２０

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
１
回
１
２
０
０
円

ほ
か
。
初
心
者
・
経
験
者
歓
迎
。
無

料
体
験
あ
り
。
他
に
ひ
ば
り
ヶ
丘
集

会
所
で
の
練
習
あ
り
。
詳
し
く
は
タ

カ
ム
ラ
緯
４
７
３
・
１
２
２
９
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ（
冨
岡
ク
ラ
ブ
）　

第

２
・
第
４
水
曜
日
、
午
後
６
時
半
～

８
時
半
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５

０
０
円
。　

歳
以
上
の
少
し
経
験
が

６０

あ
る
方
。
ほ
か
に
月
曜
日
の
午
前
・

午
後
あ
り
。
詳
し
く
は
関
緯
４
７

１
・
０
４
４
１
へ
。

　

◆
親
子
リ
ズ
ム
あ
そ
び　

キ
ラ
キ

ラ　

毎
週
月
曜
日
午
前　

時
～
正
午
、

１０

浅
間
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

１
０
０
円
、
会
費
月
１
２
０
０
円
。

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
。
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
予
定
。
お
や
つ
有
り
。

詳
し
く
は
山
野
緯
４
２
５
・
３
５
２

０
へ
。

　

◆
マ
ジ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ　

第
１
・
第

３
木
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０

０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。
各

種
マ
ジ
ッ
ク
を
基
本
か
ら
練
習
。
月

１
回
、
プ
ロ
の
指
導
あ
り
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
松
澤
緯
４
７
１
・

６
０
２
２
へ
。

　

◆
滝
山
マ
ン
ド
リ
ン　

ア
ン
サ
ン

ブ
ル　

第
２
・
第
４
日
曜
日
、
午
後

１
時
～
５
時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
２
０
０
０
円
ほ
か
。
マ
ン
ド
リ

ン
・
ギ
タ
ー
。
演
奏
を
楽
し
み
た
い

方
。
初
心
者
は
相
談
可
。
詳
し
く
は

高
橋
緯
４
７
２
・
１
３
１
５
へ
。

　

◆
「
彩
色
」
中
国
水
墨
画
（ 
劉 
の

り
ゅ
う

会
）　

毎
週
金
曜
日
午
後
０
時　

分
４０

～
３
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
自
由
。
楽
し
み
な
が
ら
描
く
こ

と
が
出
来
ま
す
。
詳
し
く
は
村
田
緯

４
７
２
・
３
２
１
９
へ
。

催

し

　

◆
さ
ん
ぽ
＆
自
然
観
察
（
さ
ん
ぽ

＆
自
然
観
察
の
会
）　

４
月　

日
１９

（
金
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
集
合
し

て
南
沢
へ
。
参
加
費
３
０
０
円
。
要

申
し
込
み
。
小
雨
実
施
。
筆
記
用
具

持
参
。
南
沢
の
春
を
ゆ
っ
く
り
観
察

し
ま
す
。
詳
し
く
は
横
田
緯
４
７

３
・
５
９
９
７
へ
。

　

◆
第
２
回
す
ば
る
手
織
り
も
の
展

（
社
会
福
祉
法
人
リ
ブ
リ
ー
す
ば

る
）　

４
月　

日（
木
）～　

日（
土
）

１８

２０

の
午
前　

時
～
午
後
６
時
（　

日
は

１０

２０

５
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市

役
所
向
か
い
）
で
。
入
場
料
無
料
。

展
示
品
の
販
売
も
実
施
し
ま
す
。
詳

し
く
は
高
橋
緯
４
７
６
・
１
０
８
１

へ
。

　

◆
第　

回
春
の
美
術
展
（
東
久
留

２８

米
美
術
連
合
会
）　

４
月
８
日
（
月
）

午
前　

時
～　

日
（
土
）
午
後
５
時
、

１０

１３

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
会
学
習
室

１
・
２
・
４
で
。
入
場
料
無
料
。
詳

し
く
は
杉
本
緯
４
７
２
・
１
０
１
５

へ
。

　

◆
ラ
・
ル
ミ
エ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
ソ

ン
発
表
会
（
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
ラ
・
ル

ミ
エ
ー
ル
）　

４
月　

日
（
木
）
午
後

１１

２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）、
清
瀬
け

や
き
ホ
ー
ル（
清
瀬
市
元
町
一
丁
目
）

で
。
入
場
料
無
料
。
当
日
直
接
会
場

へ
。
出
演
者　

人
。
悲
し
み
の
ヴ
ェ

１５

ニ
ス
ほ
か　

曲
。
詳
し
く
は
篠
崎
緯

３０

４
７
２
・
１
２
０
３
へ
。

　

◆ 
菅
原  
貴  
与  
志 
先
生
講
演
会

す
が
わ
ら 
た
か 

よ 

し

（ 
慶
應  
義
塾 　

東
久
留
米
三
田
会
）

け
い
お
う 
ぎ
じ
ゅ
く

　

４
月　

日
（
土
）
午
後
３
時
開
演
、

２７

成
美
教
育
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

入
場
料
無
料
。
タ
イ
ト
ル
は
「
落
語

に
学
ぶ
法
制
比
較
と
法
学
入
門

『 
鹿
政
談 
』を
題
材
に
」。
詳
し
く
は

か
せ
い
だ
ん

篠
田
緯
０
９
０
・
２
６
６
３
・
４
３

８
９
へ
。

　

◆
春
の
民
謡
大
会
（
東
久
留
米
市

民
謡
連
盟
）　

４
月
７
日（
日
）、生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料

無
料
。
民
謡
民
舞
の
会
と
東
久
留
米

市
老
人
連
合
民
謡
の
部
の
賛
助
出
演

に
て
会
員
発
表
。
詳
し
く
は
高
橋
緯

４
７
１
・
０
１
２
８
へ
。

　

◆
東
北
支
援　

水
墨
画
展
「
お
寺

と
女
と
子
供
と
自
然
」（
新
水
墨
画
研

究
会
）　

４
月　

日
（
月
）
～　

日

１５

１８

（
木
）
午
前　

時
～
午
後
４
時
、
東

１０

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
無
料
。

詳
し
く
は
三
島
緯
４
７
６
・
１
９
４

８
へ
。

　

◆
パ
パ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ（
ベ
ビ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

時
～　

時
、

２１

１０

１１

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
和
室
で
。
参
加

費
２
０
０
０
円
。
生
後
２
カ
月
～　
１２

カ
月
児
と
そ
の
パ
パ
、
マ
マ
。
詳
し

く
は 
四
津
谷 
緯
０
８
０
・
６
５
５
６
・

よ
つ
や

３
４
７
８
へ
。

　

◆
春
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（ 
舞 まい

プ
ラ
ザ
）　

４
月　

日
（
火
）
午
後
１

１６

時　

分
～
４
時
半
、
市
民
プ
ラ
ザ

１５
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。
飲

み
物
用
意
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ル
フ
リ
ー
タ

イ
ム
。
詳
し
く
は 
水
落 
緯
４
７
３
・

み
ず
お
ち

９
３
２
９
へ
。

　

◆
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
）

　

４
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

２０

３
時
半
、
東
久
留
米
白
十
字
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
分
室
（
本
町
二
丁

目
）
で
。
参
加
費
無
料
。
高
齢
・
が

ん
療
養
、
ケ
ア
に
つ
い
て
気
軽
に
語

り
合
う
場
で
す
。
詳
し
く
は 
河 
緯
４

か
わ

２
０
・
４
０
０
８
へ
。

　

◆
お
ち
ゃ
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル
（
お

ち
ゃ
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル
の
会
）　

４

月　

日
（
土
）
午
前
中
、
ス
ペ
ー
ス

１３
１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入

場
料
無
料
。
い
ら
な
い
お
ち
ゃ
わ
ん

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
岐
阜
県

 
多
治
見 
市
に
送
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

た
じ
み

く
は 
江
波 
緯
４
７
３
・
８
８
１
５
へ
。

え
な
み

　

◆
第
９
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
（
東
久

留
米
青
年
会
議
所
）　

５
月
３
日

（
祝
）
午
前
９
時
半
～
午
後
２
時
、

第
三
小
学
校
体
育
館
で
。
参
加
費
無

料
。
申
込
受
付
は
４
月　

日
（
土
）

２０

ま
で
。
対
象
は
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生
男
女
。
詳
し
く
は 
多
功 
緯
０

た
こ
う

９
０
・
８
４
７
９
・
６
０
９
４
へ
。

低
利
率
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

野
草
園
春
の
観
察
会 

～
春
の
野
草
を 

観
察
し
ま
せ
ん
か
～ 

　
【
日
時
】
４
月　

日
（
日
）
午
前

２８

　

時
か
ら
。
雨
天
中
止

１０
　
【
会
場
】
野
草
園
（
浅
間
町
２
ノ

６
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

野
草
園
づ
く
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

募

集

し

ま

す

　

市
で
は
、
身
近
な
所
で
自
然
と

接
し
、
自
然
愛
護
の
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、「
野
草
園
づ

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
、
手
話
通
訳
者
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
手
話
講
習

会
に
、
年
間
を
通
し
て
受
講
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
講
習
期
間
】
入
門
（
初
級
）・

基
礎
（
中
級
）
＝
５
月　

日
～　

１３

２６

年
２
月
の
毎
週
月
曜
日
▼
応
用

（
上
級
）・
実
践
（
通
訳
養
成
ク
ラ

ス
）
＝
５
月　

日
～　

年
２
月
の

１６

２６

毎
週
木
曜
日
。
時
間
は
い
ず
れ
も

　

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
の

事
業
（
金
融
保
険
業
・
不
動
産
業
・

風
俗
営
業
な
ど
を
除
く
）
を
営
む

方
に
に
対
し
て
、
低
利
率
で
融
資

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
（
左
表

参
照
）。
ま
た
、
利
用
す
る
方
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
利
子

や
信
用
保
証
料
の
一
部
を
市
が
助

成
し
て
い
ま
す
（
左
表
「
利
率
」

「
利
子
補
給
」
欄
参
照
）。

　

市
で
は
、　

年
度
ま
で
に
１
日

２８

の
家
庭
ご
み
排
出
量
を
市
民
１
人

当
た
り
５
０
５
㌘
（　

年
度
は
６

２３

０
９
・
４
㌘
）
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

ご
み
対
策
課
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
次
の
７
つ

の
ユ
ニ
ッ
ト
を
形
成
し
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

①
生
ご
み
減
量
、
カ
ラ
ス
被
害

防
止
②
小
型
家
電
、
鉄
・
非
鉄
類

回
収
③
路
上
ボ
ッ
ク
ス
不
法
投
棄

撲
滅
④
幼
児
・
児
童
環
境
教
育
⑤

自
治
会
説
明
会
⑥
紙
類
減
量
⑦
Ｅ

Ｐ
Ｒ
（
拡
大
生
産
者
責
任
）

　

ご
み
の
減
量
を
効
果
的
に
進
め

る
た
め
に
は
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
、
ご
み
に
つ
い
て
よ
り
強

い
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
減
量
と
資

源
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
今
後
定
期
的
に
市
の
取
り
組

み
や
、
ご
み
の
減
量
方
法
な
ど
を

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

初
回
と
な
る
今
回
は
、
市
が
現

在
行
っ
て
い
る
、
ご
み
減
量
化
に

関
す
る
助
成
制
度
の
一
部
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器 

購
入
助
成
金
制
度

　

市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
事

業
所
を
有
す
る
方
で
、「
生
ご
み

減
量
化
処
理
機
器
」
を
購
入
し
、

市
内
に
設
置
す
る
方
に
対
し
、
そ

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
市
で
は
、
バ
イ
オ
型
・
乾

燥
型
・
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
生
ご
み
減
量
化
処
理
機

器
」
を
使
用
し
て
生
ご
み
の
堆
肥

化
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
ご
覧
に
な
り
た
い
場
合
は
、
直

接
ご
み
対
策
課
（
八
幡
町
２
ノ　
１０

ノ　

）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま

１０
た
職
員
が
お
伺
い
し
、
ご
説
明
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
３
・
２

１
１
７
へ
。

　

申
し
込
み
受
け
付
け
後
に
、
書

類
の
審
査
と
実
質
調
査
を
行
い
ま

す
。
融
資
ま
で
に
４
週
間
前
後
か

か
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

※
こ
の
ほ
か
に
「
大
規
模
小
売

店
舗
へ
出
店
す
る
中
小
企
業
者
へ

の
融
資
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

資
金
融
資
特
例
措
置
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す

　

昨
今
の
経
済
不
況
対
策
と
し
て

時
限
的
に
実
施
し
て
い
る
「
市
内

の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金
融

資
の
特
例
措
置
」
を
、
今
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
（
申
し
込

み
は　

年
３
月　

日
〈
月
〉
ま
で
）。

２６

３１

　

対
象
は
、
不
況
対
策
緊
急
資
金

融
資
お
よ
び
小
口
零
細
企
業
資
金

融
資
（
不
況
対
策
緊
急
資
金
）
と

し
、
信
用
保
証
料
の
補
助
規
定
の

う
ち
、
上
限
額
（
２
万
５
０
０
０

円
）
を
廃
止
し
、
２
分
の
１
を
補

助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

ごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみ減減減減減減減減減減減減減減量量量量量量量量量量量量量量化化化化化化化化化化化化化化ごみ減量化ををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指しししししししししししししし目指しててててててててててててててて

「
薬
湯
の
日
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

「
薬
湯
の
日
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

手
話
講
習
会

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　

東
久
留
米
市
浴
場
組
合
で
は
、

毎
月
「
薬
湯
の
日
」
と
し
て
、
公

衆
浴
場
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

　
【
実
施
浴
場
・
実
施
時
間
】
源
の

湯
（
東
本
町
７
ノ
６
、
緯
４
７
１
・

０
０
０
５
）
が
午
後
３
時
半
～　
１１

時
▼
第
二
喜
多
の
湯
（
幸
町
１
ノ

５
ノ　

、
緯
４
７
１
・
２
４
７
５
）

１０

が
午
後
３
時
～　

時
半

１０

　
【　

年
度
上
半
期
の
薬
湯
名
・
実

２５
施
日
程
】
下
表
の
通
り

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

小
山
茶
園
サ
ポ
ー
タ
ー

小
山
茶
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズズ

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
すす

　

東
久
留
米
市
内
に
茶
畑
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
小
山
茶
園

は
市
の
北
部
、
小
山
地
域
に
広
が

る
小
山
緑
地
保
全
地
域
の
一
角
に

あ
り
ま
す
。

　

お
茶
と
自
然
を
愛
す
る
市
民
や

近
隣
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管

理
を
行
い
、
毎
年
お
い
し
い
お
茶

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

小
山
茶
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
今
年
も
新
し
い
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
春
に
は
茶

園
見
学
会
や
紅
茶
教
室
、
お
茶
を

使
っ
た
料
理
教
室
な
ど
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く

だ
さ
い
。

　
【
活
動
場
所
】
小
山
１
ノ　
（
小
１６

山
緑
地
保
全
地
域
内
）

　
【
活
動
期
間
】　

月
ま
で
の
第

１０

２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
～　
１１

時
　
【
費
用
】ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料

３
０
０
円

　

入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
４
月

中
に
電
話
で
生
活
文
化
課
緯
４
７

０
･
７
７
３
８
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
野
草
園
に
は
２
０
０
種

類
を
超
え
る
野
草
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
も
野
草
が
芽
生
え

る
季
節
と
な
り
、
４
月

か
ら
作
業
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
途
中
参
加
も
可
）。

　
【
作
業
日
程
】４
月
７

日
～　

月　

日
の
第

１１

１７

１
・
第
３
日
曜
日
、
午

前
９
時
～　

時
１１

　
【
会
場
】
野
草
園

　
【
応
募
資
格
】市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
、

野
草
園
の
運
営
お
よ
び

野
草
の
世
話
に
関
心
の

あ
る
方

　

申
し
込
み
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久

留
米
市
文
化
協
会
事
務
所
（
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
で
配
布
中
の
、

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
４
月
１
日
（
月
）
～

　

日
（
金
）
に
同
協
会
へ
直
接
提

１２出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
緯
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

午
前　

時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
会
議
室
な

ど
　
【
費
用
】無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　
【
定
員
・
対
象
】
下
表
参
照

　

※
入
門
・

基
礎
は
応
募

者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

応
用
・
実
践

は
試
験
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
試

験
日
は
応
用
が
４
月　

日
（
土
）

２７

午
前
、
実
践
が
同
日
午
後
に
実
施

し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
４
月　

日
（
金
）

１２

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望

コ
ー
ス
（
一
つ
の
み
）・
手
話
経
験
、

在
勤
の
方
は
勤
務
先
・
所
在
地
を

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５

５
５
、
市
役
所
障
害
福
祉
課
｢
手

話
講
習
会
募
集
係
｣
宛
て
郵
送
を
。

締
め
切
り
後
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

※
前
年
度
の
修
了
者
で
上
の
ク

ラ
ス
を
希
望
す
る
場
合
も
、
必
ず

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
福
祉
支
援
係
緯

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

①

春
に
は
紅
茶
や
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
！

手
話
通
訳
者
を
目
指
し
て

４
月
７
日
（
日
）
は
「
ヨ
モ
ギ
の
湯
」

当
日
は
小
学
生
以
下
無
料
！

野
草
園
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

２
０
０
種
類
を
超
え
る
野
草
が
植
生
す
る

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

市
の
各
種
資
金
融
資
制

市
の
各
種
資
金
融
資
制
度度

茶摘みをする小山茶園サポーターズ
クラブの皆さん

手話講習会の定員・対象
対　象定員種別

市内在住・在勤の方５０人入門

市内在住・在勤の方３０人基礎

市内在住・手話学習２年以上の方２０人応用

市内在住・手話学習３年以上の方１５人実践

２５年度上半期の「薬湯の日」実施日

薬湯名実施予定日

ヨモギの湯４月７日（日）

 菖蒲 湯
しょうぶ

５月５日（祝）

 枇杷 の葉湯
びわ

６月２日（日）

桃の葉湯７月７日（日）

ハッカの湯８月４日（日）

スギナの腰湯９月１６日（祝）

※日程変更する場合があります。

中小企業への融資制度一覧
融資期間

（うち据置期間）
利子
補給利率融資

限度額融資対象融　資　要　件制度・条件

５年以内
（３カ月以内）

０.９％

１.８７５％
※１

５００万円
事業に必要な原材料の仕入
金および、給料の支払いに必
要な資金等の流動的な資金

①法人の場合は市内に引き続き１年以上本店所在地を有
すること。個人の場合は、市内に引き続き１年以上住
所を有し，かつ事業所を市内または隣接５市（西東京、
小平、東村山、清瀬、新座）に有すること。
② 同一事業を引き続き１年以上営んでいること。
③市税の納税義務者であって、納付すべき市税（市都民税
または法人市民税・固定資産税・国民健康保険税）、事
業税および、所得税または法人税を完納していること。
④適切なる事業計画を有し、返済見込みが確実であるこ
と。
⑤ 東京信用保証協会または東京都農業信用基金協会の信
用保証を得られること。
⑥法人の場合は、企業経営上責任ある役員（１人）の連
帯保証を得られること。
※別途連帯保証人の要件があります。

運転資金

中
小
企
業
資
金
融
資

７年以内
（６カ月以内）７００万円

店舗、工場または倉庫の
増改築および機械器具
等の購入に必要な資金

設備資金

６カ月以内
（据置なし）２００万円従業員の夏季または冬季の

一時金支払いに必要な資金
ボーナス
資　　金

８年以内
（１年以内）７００万円

工場等において、公害
防止に必要な設備投
資を行うための資金

公害防止
設備資金

１０年以内
（１年以内）３,０００万円

街路灯、アーケード、駐車
施設、従業員厚生施設、そ
の他共同事業に必要な資金

商店街
振興資金

５年以内
（６カ月以内）３００万円

事業を新規に開始（事
業を開始して１年未
満の方も含む）する際、
必要な原材料および
商品の仕入金ならび
に給料の支払いに必
要な資金等の流動的
な資金

新たに会社を設立して市内で創業しようとする方または市
内または隣接５市（西東京、小平、東村山、清瀬、新座）で
事業を営もうとする方は、上記③～⑥および
焔市内に引き続き２年以上住所を有する方であること。
焔次のいずれかに該当する方であること。
(ア) 同一企業に５年以上勤務し、同一事業を営もうとする方
(イ) 法律に基づく資格を有する方で、その事業を創業する方

新規開業
運転資金

創業１年未満の方は、上記③～⑥および
法人の場合は、市内に本店所在地を有すること。個
人の場合は、市内に引き続き２年以上住所を有し、
かつ事業所を市内または隣接５市（西東京、小平、
東村山、清瀬、新座）に有すること。

５年以内
（１年以内）１.２％５００万円

運転資金として使用し、事
業に必要な原材料の仕入金
および、給料の支払いに必
要な資金等の流動的な資金

上記①～⑥および
最近３カ月間または１年間の売上高（生産
高）が、前３年のいずれかの同期と比較し
て１０％以上減少していること。

緊急資金
不
況
対
策
※１　利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。
※　返済方法は、いずれの制度とも割賦償還。

小口零細企業への融資制度一覧
融資期間

（うち据置期間）
利子
補給利率融資

限度額融資対象融　資　要　件制度・条件

５年以内
（６カ月）

０.９％

１.８７５％
※２

５００万円
※１

事業に必要な原材料
の仕入金および、給
料の支払いに必要な
資金等の流動的な資
金

①小規模企業者であること。
②法人の場合は市内に引き続き１年以上本店所在地を有
すること。個人の場合は、市内に引き続き１年以上住
所を有し，かつ事業所を市内または隣接５市（西東京、
小平、東村山、清瀬、新座）に有すること。
③同一事業を引き続き１年以上営んでいること。
④市税の納税義務者であって、納付すべき市税（市都民税
または法人市民税・固定資産税・国民健康保険税）、事
業税および、所得税または法人税を完納していること。
⑤適切なる事業計画を有し、返済見込みが確実であるこ
と。
⑥東京信用保証協会の信用保証を得られること。
⑦法人の場合は、企業経営上責任ある役員（１人）の連
帯保証を得られること。
※別途連帯保証人の要件があります。

運転資金

小
口
零
細
企
業
資
金
融
資

７年以内
（６カ月）７００万円

※１

店舗、工場または倉
庫の増改築および機
械器具等の購入に必
要な資金

設備資金

５年以内
（６カ月）１.２％５００万円

※１

運転資金として使用し、
事業に必要な原材料の
仕入金および、給料の支
払いに必要な資金等の
流動的な資金

上記①～⑦および
最近３カ月間または１年間の売上高（生産
高）が、前３年のいずれかの同期と比較して
１０％以上減少していること。

不況対策
緊急資金

※１　申し込み時点で、申込金額と信用保証協会の保証付融資残高との合計が１,２５０万円以下であること。
※２　利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。
※　返済方法は割賦償還によるものとし、融資期間が６カ月以内の場合は、一括償還もできます。

２５年４月１日現在

２５年４月１日現在

　

消
防
団
第
七
分
団
（
管
轄
は
中

央
町
五
丁
目〈
１
～
４
番
を
除
く
〉、

八
幡
町
三
丁
目
、
前
沢
全
域
、
滝

山
一
～
三
丁
目
）
の
詰
所
は
、
建

物
が
老
朽
化
し
た
こ
と
、
お
よ
び

分
団
詰
所
配
置
の
適
正
化
に
よ
り
、

そ
の
所
在
地
を
八
幡
町
３
ノ
１
ノ

　

か
ら
前
沢
４
ノ
６
ノ　

に
移
転

４０

１６

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
詰
所
は
地
下
式
耐
震
防

火
貯
水
槽
を
完
備
し
、
地
域
の
消

防
水
利
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
倉
庫
を
併

設
し
、
停
電
時
に
は
独
立
し
た
発

電
機
に
よ
り
照
明
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
地

域
防
災
力
向
上
の
一
助
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
移
転
に
伴
う
消
防
団
の

管
轄
地
域
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
消
防
係

緯
４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

新所沢街道

郵便局

東久留米市消防団
第七分団詰所

滝山中央通り

滝
山
公
園
通
り

滝
山
公
園
通
り

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

滝山公園
〒

防災倉庫も併設した「第七分団詰所」

第
七
分
団
詰
所
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

地
下
防
火
貯
水
槽
、
防
災
倉
庫
な
ど
を
併
設

東
久
留
米
市
消
防
団

プ
ロ
の
声
楽
家
か
ら
学
ぶ 

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　

～
か
ら
だ
を
使
っ
て 

　
　
　
　
　

声
を
出
そ
う
！

　

体
全
体
を
使
っ
て
、
思
い
き
り

声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
プ
ロ

の
声
楽
家
か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

発
声
法
を
基
本
と
し
た
ス
マ
ー
ト

な
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
び

ま
す
。
ま
ず
は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
体
を
ほ
ぐ
し
、
楽
し
く
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
本
格
的
な
正
し

い
発
声
法
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

歌
が
好
き
な
方
だ
け
で
な
く
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

ア
ッ
プ
し
た
い
方
、
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
を
し
た
い
方
に
も
お
す
す

め
で
す
。

　

▼
日
時　

４
月　

日
（
火
）
①

２３

午
前　

時
～　

時
半
②
午
後
１
時

１０

１１

～
２
時
半
▼
会
場　

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
▼
講
師　

合
唱
団
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ナ
ー

で
声
楽
家

（
ソ
プ
ラ

ノ
）
の 
大  
前 
お
お 
ま
え

恵
子
氏
（
国

立
音
楽
大
学

護
者
（
親
子
で
参
加
）
▼
定
員　

先
着
各　

組
▼
講
師　

中
山
の
り

１０

子
氏
▼
費
用　

親
子
で
１
０
０
０

円
（
材
料
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
代
込
み
）。

子
ど
も
１
人
追
加
は
５
０
０
円
加

算
▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
ピ
ン

セ
ッ
ト
、
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
油

性
の
マ
ジ
ッ
ク
◆
申
し
込
み
受
け

付
け
中

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
緯
４
７

３
・
７
８
１
１
へ
。

　

② 
多  
肉 
植
物
の
寄
せ
植
え

た 
に
く

　

人
気
の
多
肉
植
物
を
育
て
て
み

ま
し
ょ
う
。
空
き
缶
を
お
し
ゃ
れ

に
リ
メ
イ
ク
し
て
、
多
肉
植
物
を

寄
せ
植
え
し
ま
す
。

　

▼
日
時　

５
月　

日
（
土
）
午

１１

後
１
時
か
ら
▼
会
場　

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
創
作
室
▼
対
象　

高
校

生
以
上
▼
定
員　

先
着　

人
▼
講

１５

師　

中
山
の
り
子
氏
▼
費
用　

１

２
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）
▼
持

ち
物　

筆
記
用
具
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

は
さ
み
、
タ
オ
ル
◆
申
し
込
み
は

４
月　

日（
水
）か
ら
同
セ
ン
タ
ー

１０

（
緯
４
７
３
・
７
８
１
１
）
で
受

け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ーー

（
ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
）
講
座
情

（
ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
）
講
座
情
報報

卒
業
）
▼
費
用　

１
５
０
０
円
▼

持
ち
物　

飲
み
物
▼
ご
注
意　

３

人
以
上
の
参
加
で
開
催
と
な
り
ま

す
。
運
動
着
な
ど
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
◆
申
し
込

み
受
け
付
け
中
。

　

詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
緯
４

７
３
・
７
８
１
１
へ
。

春

の

講

座

　

①
か
わ
い
い
も
よ
う
の 

　
　
　
　
　

せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う

　

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、

「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
方
法

で
春
ら
し
い
花
や
、
動
物
柄
の

せ
っ
け
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

使
っ
て
も
柄
が
消
え
な
い
不
思
議

な
せ
っ
け
ん
で
す
。

　

▼
日
時　

４
月　

日（
日
）　

①

１４

午
前　

時
か
ら
②
午
後
２
時
か
ら

１０

▼
会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
創

作
室
▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保

野草園案内図

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

～
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　

▼
日
時　

４
月　

日
（
土
）
午

１３

前　

時
～
午
後
４
時
▼
会
場　

ス

１０
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▼
内
容　

ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
体
験
（
午
前　

時
～
正

１０

午
）、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ネ
オ
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ユ
ニ

カ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼
費
用　

１
０

０
円
▼
持
ち
物　

室
内
履
き
◆
当

日
直
接
会
場
へ

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
緯
４
７
０
・
７
７
８
４

へ
。第　

回
市
民
テ
ニ
ス
大
会

８０
～
市
テ
ニ
ス
連
盟
主
催

　

▼
種
目
・
日
程　

①
男
子
ダ
ブ

ル
ス
１
・
２
部
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
・
２
部
＝
５
月　

日
（
日
）。
予

１２

備
日
は　

日
（
日
）
②
壮
年
ダ
ブ

１９

ル
ス
（
男
子　

歳
以
上
、
女
子　

５０

４０

歳
以
上
）
＝
５
月　

日
（
日
）。
予

１９

備
日
は　

日
（
日
）
▼
会
場　

市

２６

内
各
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
・
在

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
で
高
校
生
以
上

の
方
▼
参
加
費　

１
ペ
ア
２
０
０

０
円
◆
申
し
込
み
は
４
月　

日
２４

（
水
）
ま
で
に
、
郵
便
振
替
（
０

０
１
９
０
儿
２
儿
６
３
２
３
６
９
、

加
入
者
名
・
東
久
留
米
市
テ
ニ
ス

連
盟
）
で
、
通
信
欄
に
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
参
加
種
目
、

在
学
・
在
勤
・
在
テ
ニ
ス
ス
ク
ー

ル
の
場
合
は
学
校
名
・
勤
務
先
・

ス
ク
ー
ル
名
を
記
入
の
上
、
参
加

費
を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
連
盟
役
員
へ
の
直
接
申
し
込

み
も
で
き
ま
す
。　

※
試
合
時
間
・

会
場
な
ど
は
、
後
日
郵
送
す
る
ド

ロ
ー
表
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
エ

ン
ト
リ
ー
後
の
メ
ン
バ
ー
変
更
や

参
加
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
連
盟
・
佐
々
木
☎

４
７
３
・
０
０
７
９
（
夜
間
）
へ
。

春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

～
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催

　

▼
日
時　

４
月　

日
（
日
）
午

１４

前
８
時
か
ら
▼
会
場　

滝
山
球
場

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
万
円

（
保
険
料
含
む
。
抽
選
会
の
際
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
抽
選
会

　

４
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
か

ら
中
央
図
書
館
で

　

詳
し
く
は
同
連
盟
・
赤
羽
根
緯

４
７
４
・
７
１
１
０
（
夜
間
）
へ
。


